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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　少なくとも１つのＨＴＭＬデータオブジェクトに関連付けられた基礎
となるデータソースをアプリケーションプログラムへインポートするための代替ソースフ
ァイルに対して、前記アプリケーションプログラムをリダイレクトし、前記少なくとも１
つのＨＴＭＬデータオブジェクトをインポートすることを実行するための、コンピュータ
システム内に実装されたＨＴＭＬファイル形式であって、
　ＨＴＭＬタグと、
　複数のＨＴＭＬデータオブジェクトタグであって、ソースウェブサイトによって提供さ
れるようにウェブページに表示されるＨＴＭＬデータオブジェクトに各ＨＴＭＬデータオ
ブジェクトタグが関連付けられている複数のＨＴＭＬデータオブジェクトタグと、
　前記ウェブページのＨＴＭＬファイル内の前記複数のＨＴＭＬデータオブジェクトタグ
のうち少なくとも１つに関連付けられたリダイレクト属性であって、ここで、前記ウェブ
ページは、前記ソースウェブサイトによって提供されるように前記リダイレクト属性を含
み、ここで、前記リダイレクト属性は、前記ソースウェブサイトを介してアクセス可能で
あり、前記少なくとも１つのＨＴＭＬデータオブジェクトに関連付けられた前記基礎とな
るデータソースが格納された前記代替ソースファイルを示す、リダイレクト属性と、
　前記少なくとも１つのＨＴＭＬデータオブジェクトに関連付けられたリダイレクトフラ
グであって、ここで、前記リダイレクトフラグが使用不可でないとき、前記アプリケーシ
ョンプログラムは前記リダイレクト属性によりリダイレクトされ、インポートのための前
記少なくとも１つのＨＴＭＬデータオブジェクトの前記ウェブページを介した選択に対し
て前記基礎となるデータソースを前記代替ソースファイルから抽出し、ここで、前記リダ
イレクトフラグが使用不可であるとき、前記ＨＴＭＬデータオブジェクトは前記ウェブペ
ージから前記アプリケーションプログラムへインポートされる、リダイレクトフラグと
　を有することを特徴とするＨＴＭＬファイル形式。
　　【請求項２】　前記リダイレクト属性は、前記基礎となるデータソースが格納されて
いる位置を示す接続文字列を含むことを特徴とする請求項１に記載のＨＴＭＬファイル形
式。
　　【請求項３】　前記接続文字列は、ユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）を含む
ことを特徴とする請求項１に記載のＨＴＭＬファイル形式。
　　【請求項４】　ソースウェブサイトによって提供されるようにウェブページ中に表示
される複数のＨＴＭＬデータオブジェクトに関連付けられた基礎となるデータソースを抽
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出するために、アプリケーションプログラムを代替ソースファイルにリダイレクトする方
法であって、前記ＨＴＭＬデータオブジェクトは、ＨＴＭＬ形式で格納され、前記方法は
、
　複数のデータオブジェクトのうち少なくとも１つを選択するユーザコマンドを受信し、
ウェブページからアプリケーションプログラムにインポートするステップと、
　選択されたＨＴＭＬデータオブジェクトに関連付けられたＨＴＭＬデータオブジェクト
タグを受信するステップと、
　前記ＨＴＭＬデータオブジェクトタグがリダイレクト属性を含むかどうかを判定するス
テップであって、前記リダイレクト属性は、前記選択されたデータオブジェクトに関連付
けられた基礎となるデータソースが格納される代替ソースファイルを識別する接続文字列
を含む、ステップと、
　前記ＨＴＭＬデータオブジェクトタグがリダイレクト属性を含む場合、前記選択された
データオブジェクトに関連付けられたリダイレクトフラグが使用不可であるか否かを判定
するステップと、
　前記リダイレクトフラグが使用不可でない場合、
　　前記リダイレクト属性から前記接続文字列を抽出することと、
　　前記接続文字列によって識別される前記代替ソースファイルを開くことと、
　　前記基礎となるデータソースを抽出することと、
　　前記基礎となるデータソースを前記アプリケーションプログラムにインポートするこ
ととを含むシーケンスを実行し、
　　前記ＨＴＭＬデータオブジェクトタグがリダイレクト属性を含まず、かつ、前記リダ
イレクトフラグが使用不可である場合、前記ＨＴＭＬデータオブジェクトを前記ウェブペ
ージから前記アプリケーションプログラムにインポートするステップと
を有することを特徴とする方法。
　　【請求項５】　前記ＨＴＭＬデータオブジェクトは、本質的にＴＡＢＬＥ、ＰＲＥ、
ＸＭＰ、ＬＩＳＴＩＮＧおよびＰＬＡＩＮＴＥＸＴからなるリストから選択されることを
特徴とする請求項４に記載の方法。
　　【請求項６】　前記接続文字列は、ユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）を含む
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
　　【請求項７】　前記基礎となるデータソースは、前記少なくとも１つのＨＴＭＬデー
タオブジェクトのデータタイプを定義する基礎となるデータを有し、前記代替ソースファ
イルは、前記ウェブページから別々に格納された電子ファイルを有することを特徴とする
請求項１に記載のＨＴＭＬファイル形式。
　　【請求項８】　前記リダイレクト属性は、前記少なくとも１つのＨＴＭＬデータオブ
ジェクトタグ内に置かれ、それによって前記少なくとも１つのＨＴＭＬデータオブジェク
トタグは、前記少なくとも１つのＨＴＭデータオブジェクトタグが代替位置に格納された
基礎となるデータを関連付けたことを示すことを特徴とする請求項１に記載のＨＴＭＬフ
ァイル形式。
　　【請求項９】　前記ＨＴＭＬタグは、ネームスペース宣言を含むことを特徴とする請
求項１に記載のＨＴＭＬファイル形式。
　　【請求項１０】　前記接続文字列は、前記基礎となるデータソースが格納された前記
位置の少なくとも１つのアドレス及び前記基礎となるデータソースをどのように抽出する
かの情報を含むデータ文字列を有することを特徴とする請求項２に記載のＨＴＭＬファイ
ル形式。
　　【請求項１１】　前記代替ソースファイルは、
　リモートサーバ上に格納された電子ファイル、
　前記コンピュータシステムのローカルハードドライブ上に格納された電子ファイル
　のうち１つを有することを特徴とする請求項１に記載のＨＴＭＬファイル形式。
　　【請求項１２】　前記基礎となるデータソースは、リッチテキスト形式で格納された
基礎となるデータを有することを特徴とする請求項１に記載のＨＴＭＬファイル形式。
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　　【請求項１３】　前記リッチテキスト形式は、ＸＭＬを有することを特徴とする請求
項１２に記載のＨＴＭＬファイル形式。
　　【請求項１４】　前記基礎となるデータソースは、前記ＨＴＭＬデータオブジェクト
のデータタイプを定義する基礎となるデータを有することを特徴とする請求項４に記載の
方法。
　　【請求項１５】　前記基礎となるデータは、リッチテキスト形式で格納されているこ
とを特徴とする請求項１４に記載の方法。
　　【請求項１６】　前記ソースウェブサイトによって提供されたように前記ウェブペー
ジはリダイレクト属性を含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
　　【請求項１７】　請求項４に記載の方法を実施するためのコンピュータ実行可能命令
を有するコンピュータ読取り可能媒体。
　　【請求項１８】　代替位置に格納され、ＨＴＭＬ文書に表示されるＨＴＭＬデータオ
ブジェクトに関連付けられた、基礎となるデータを抽出するために、コンピュータシステ
ム上で実行するアプリケーションプログラムを代替位置へリダイレクトするための方法で
あって、ソースウェブサイトによって提供されるように前記ＨＴＭＬ文書はリダイレクト
属性を含み、前記方法は、
　前記アプリケーションプログラムへ前記ＨＴＭＬ文書からインポートするために前記ソ
ースウェブサイトによって提供されるように前記ＨＴＭＬデータオブジェクトを選択する
コマンドを受信するステップであって、前記ＨＴＭＬデータオブジェクトは前記ＨＴＭＬ
データオブジェクトに関連付けられた基礎となるデータを排除するＨＴＭＬ形式に格納さ
れる、ステップと、
　前記コマンドの受信に応えて、前記選択されたＨＴＭＬデータオブジェクトに関連付け
られたＨＴＭＬデータオブジェクトタグを抽出するステップと、
　前記ＨＴＭＬデータオブジェクトタグが前記リダイレクト属性を含むかどうかを判定す
るステップであって、前記リダイレクト属性は、
前記選択されたデータオブジェクトに関連付けられた基礎となるデータが格納される代替
位置を識別するデータ文字列を含む、ステップと、
　前記リダイレクト属性を含む前記ＨＴＭＬデータオブジェクトタグに応じて、前記選択
されたＨＴＭＬデータオブジェクトに関連付けられたリダイレクトフラグが使用不可であ
るか否かを判定するステップと、
　前記リダイレクトフラグが使用不可でない場合、
　　前記アプリケーションプログラムを前記リダイレクト属性で識別された前記代替位置
へリダイレクトすること、
　　前記基礎となるデータを前記代替位置から抽出して前記基礎となるデータを前記アプ
リケーションプログラムへインポートするステップであって、ここで、前記基礎となるデ
ータは前記ＨＴＭＬデータオブジェクトの元のデータタイプを定義し、それによって前記
アプリケーションプログラムは前記ＨＴＭＬデータオブジェクトのデータセマンティクス
を正確に解釈できる、ステップと
　を含むシーケンスを実行するステップと
　を有することを特徴とする方法。
　　【請求項１９】　前記シーケンスは、前記アプリケーションプログラムのエンドユー
ザにとって透過的であり、それによって、前記基礎となるデータは前記代替位置ではなく
前記ＨＴＭＬ文書から抽出されたように見えることを特徴とする請求項１８に記載の方法
。
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